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東京大学 

 

世界標準放射性炭素年代補正カーブへの問題提起 
――熊本県人吉球磨地方の鍾乳洞から明らかになった水循環の影響―― 

 

発表のポイント 

◆放射性炭素年代測定は、考古学や災害科学、地球科学などで広く使われていますが、世界標

準年代補正カーブを使った補正が必須です。 

◆これまで樹木年輪や福井県の水月湖を使った標準曲線のほか、中国の鍾乳石を使ったデータ

が広く使われていますが、鍾乳石は石灰岩母岩に由来する炭素 14 の枯渇した炭素（Dead 

Carbon）の石筍への寄与率（Dead Carbon Fraction; DCF）を正確に検討する必要がありま

す。 

◆これまで DCF は 50%よりも低いと報告されていましたが、球泉洞の石筍の DCF は最大 73.9%

になっていたことが判明しました。また、同じ洞窟内から採取された石筍であっても、DCF は

最大 40%も異なることが明らかになり、石筍を用いた年代標準補正曲線の改訂作業や古気候

復元研究において必須である年代決定法の高精度化に貢献することが期待されます。 

 

熊本県球泉洞の石筍 

 

概要 

東京大学大気海洋研究所の横山祐典教授らによる研究グループは、熊本県球泉洞から採取さ

れた石筍のウラン・トリウム年代測定（注 1）と放射性炭素年代測定（注 2）により、石灰岩母

岩に由来する炭素 14 の枯渇した炭素（Dead Carbon）の石筍への寄与率（Dead Carbon Fraction; 

DCF）が、世界の石筍と比較して非常に高いことを初めて明らかにしました。 
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本研究では球泉洞の 3つの石筍を分析した結果、球泉洞における DCFは 4,200年前から 38,300

年前の間に 37.8%から 73.9%の範囲で変動しており、また、同じ洞窟内でも石筍によって DCF の

値が異なっていることが明らかになりました。これまで DCF は 50%よりも低いと考えられてき

ていましたが、本研究の結果はその値を大幅に上回るものであり、日本の鍾乳洞へ浸透する水

の経路が非常に複雑で、滴下速度やその流入経路の違いが強く影響していることを示していま

す。本研究成果は、石筍を用いた年代標準補正曲線の改訂作業や古気候復元研究において必須

である年代決定法の高精度化に貢献することが期待されます。 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20241018.html 
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用語解説 

（注 1）ウラン・トリウム年代測定 

環境中の炭酸塩試料に存在しているウラン系列核種の 238U とその娘核種である 234U、230Th の割

合を分析することで、高精度年代決定を行うことができる年代測定法です。鍾乳石や化石サン

ゴの年代決定に使用することができます。 

 

（注 2）放射性炭素年代測定 

炭素の同位体には、12C,13C,14C があり、そのうち 14C は放射性の同位体です。14C の半減期を利

用して年代測定を行うことができます。 
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